
～
木
育
講
演
会
～

『
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
始
め
る
木
の
暮
ら
し
。

　
　

ウ
ッ
ド
・
ス
タ
ー
ト
で
地
域
を
変
え
る
』

　

２
月
24
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術

館
長
・
日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
委

員
会
理
事
長
の
多
田
千
尋
さ
ん

を
迎
え
、
職
員
・
林
業
関
係
者

を
対
象
に
※
木
育
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、「
木
」
を
真

ん
中
に
置
い
た
子
育
て
・
子
育

て
環
境
を
整
備
し
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
全
て
の
人
た

ち
が
、
木
の
温
も
り
を
感
じ
な

が
ら
、
楽
し
く
豊
か
に
暮
ら

し
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に

※木育とは…幼児から高齢者まで
　　　　　　   を対象とした、生涯に
                             わたる幅広い活動です。
　例として
　　・子どもたちが木と触れあう活動
　　・木を使った遊びやものづくりに　　　　　
　　　親子で挑戦
　　・大人が自分のために趣味で行う
　　　ものづくり
　　・森林での間伐体験と間伐材の利
　　　用についての学習‥

木目は宝物、こんな気持ち忘れていませんか

は
、
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
地

産
地
消
の
木
材
の
木
製
玩
具
を

誕
生
祝
い
品
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
、
最
期
は
国
産
の
棺
桶
で

迎
え
る
ウ
ッ
ト
エ
ン
ド
。
初
め

か
ら
最
期
ま
で
を
「
木
」
の
温

も
り
で
…
…
。
暮
ら
し
の
中
に

「
木
」
を
取
り
入
れ
て
い
く
講

演
で
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
に

と
っ
て
「
杉
の
木
目
」
は
宝
物

に
見
え
る
。
大
人
は
気
が
付
か

な
い
。夢
の
あ
る
話
の
続
き
は
、

ま
た
近
い
う
ち
に
。

① ②

③

④

⑦

⑤ ⑥

①子どもの部国見バーガー早食い。一

点を見つめて、手に持ったバーガーと

格闘中②食べたらこんなに大きくなり

ました。③桜の聖母短期大学学生によ

る、食育④食の祭典。食べてる時が幸

せ⑤楽人のまなざし⑥親子でご来場あ

りがとうございました⑦始まる前の楽

人の微笑み⑧雨の中多くの人出 ⑧

こ
う
だ
っ
た
ら
良
い
の
に
な
。
く
に
み

～
キ
ラ
キ
ラ
な
未
来
の
た
め
に
～

第
19
回
福
島
大
学
地
域
創
造
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム　

国
見
町
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

自分の言葉でしっかりと町について発表します

　

2
月
28
日
、
み
ら
い
ホ
ー
ル

国
見
で
第
19
回
福
島
大
学
地

域
創
造
支
援
セ
ン
タ
ー
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
青
年
農
業

者
、
商
工
会
青
年
部
、
子
育
て

中
の
マ
マ
、
一
般
町
民
の
方
約

１
０
０
人
が
参
加
し
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
「
こ
う
だ
っ
た
ら

良
い
の
に
な
。
く
に
み
」
に
つ

い
て
４
グ
ル
ー
プ
で
、
話
し
合

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
テ
ー

ブ
ル
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が

入
る
こ
と
で
様
々
な
意
見
が
だ

さ
れ
、
活
発
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
福
島
大
学
岩

崎
由
美
子
教
授
に
よ
る
基
調
講

演
が
あ
り
、
岩
崎
教
授
が
国
見

町
に
学
生
と
一
緒
に
調
査
し
、

町
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
、
発

見
し
た
こ
と
に
つ
い
て
話
を
さ

れ
ま
し
た
。
町
民
に
と
っ
て
は

ご
く
当
た
り
前
の
風
景
や
物
で

も
、
町
外
の
方
か
ら
見
た
国
見

に
は
「
宝
」
が
ご
ろ
ご
ろ
。
同

じ
見
方
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
町
を
見
渡
す
の
も

大
事
で
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
発

表
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
言
葉
で
、
し
っ
か

り
と
自
分
の
考
え
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。
若
い
人
が
、
町
の
こ

と
を
本
気
で
考
え
、
子
ど
も
の

た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
は

「
キ
ラ
キ
ラ
」
そ
の
も
の
で
し

た
。

　3 月 1 日、 藤 田 商 店
街特設ステージで「奥
州街道ど真ん中！くに
み春のフードフェスタ」
が開催されました。
　開会式では、実行委
員 会 石 塚 勝 美 委 員 長、
共催者を代表して太田
久雄町長があいさつし、
八島博正議長をはじめ
と し た 来 賓 祝 辞 の 後、
石塚委員長の開会宣言
でフードフェスタがス
タートしました。
　屋台・キッチンカー

ブースは、54 店舗、約 200 種類の食べ物であふれ、会場はおいしいにおいでいっぱいとなり、開店を待ちき
れない人たちであふれました。
　また、商工会青年部のブースでは、国見バーガー第 3 弾「防塁ドッグ」がデビュー。これは阿津賀志山防塁
にちなんでホットドッグで、コッペパンにごま味噌風味の特製ソーセージをはさんだものです。
　特設ステージでは、みちのくボンガーズ「パチッコリン」の軽快な司会で、町体育協会の 3 Ｂ体操・健康体
操、春日神社太々神楽の奉納、よさこい踊りなどが繰り広げられました。恒例となった、商工会青年部企画の

「国見バーガー早食い選手権」も行われ、大人の部、子どもの部など、雨を吹き飛ばす熱い戦いが繰り広げられ、
多くの観客から歓声が上がりました。
　閉会式は、会場の全員で、元気よく「フードフェスタ！次回も食べ尽くしちゃってちょーだい！」と声をそ
ろえ、締めくくりました。
　あいにくの雨模様の 1 日でしたが、町内外から大勢の人が来場し、「おいしい」「たのしい」の声に満ちた 1
日となりました。

くにみ春のフードフェスタ」
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